
ディボーション質問表 
 

17日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。 
１．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ 

２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ 

３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみま

せんか。 

 

18日（月）サムエル記第二 ８：１～１６ 
１．ダビデ王の力がうかがえる章です。 １、２、３、５、９、１３節に彼が支配した国々が記載され、イ

スラエルの歴史上、国がこれより拡大したときはありません。 また、彼の内閣について１５節から書か

れています。 

 

２．このように恵まれた国となるためのかぎが、６、１４節に書かれています。 この章を読んで示された

祝福のため、今日国のリーダーのためにとりなしませんか？ 

 

19日（火）サムエル記第二 ９：１～１３ 
１．４章と５章の付録を思い出してください。 ダビデはどのような人物ですか？ 

→ダビデは主イエス・キリストのひな型です。 イエス様のあがないのゆえに、律法などの掟を超えて、

不完全な私たちは、神様の豪華で壮大な交わりの中に入れられたのです（１ヨハネ１：３）。  私は、あ

りとあらゆる良いものに満ち、すばらしい人格者が間近にいる、神の玉座に座っているような満たしを感

じながら生活しているだろうか？ 

 

20日（水）サムエル記第二 １０：１～１９ 
１．ダビデが指揮するのではなく、部下が指揮した戦争について書かれています。 ダビデはどのような部

下を持っていましたか（7～12節）？ 

→私は優れたリーダーシップを持った部下を育てているだろうか？ 

ヨアブのような強いチームを建てあげる、人に心配れる豊かな人格者であろうか？ 

 

21日（木）サムエル記第二 １１：１～１３ 
１． この箇所でダビデはいくつかの罪を犯します。 もちろん一番目立つ事は姦淫の罪ですが、それは表面

にあらわれた行動です。 その行動の根っこには、ダビデのどんな問題があったと思いますか？ 

 

２． この箇所の後半、ダビデは自分の罪を隠す事を企てます。 あなたは今隠し立てしている罪を何か思い

つきますか？ 信頼できる人に告白し、悔い改め、その罪の連鎖反応を断ち切りましょう。 

 

３．ウリヤのとった行動から何か学ぶべき点があるでしょうか？吟味してください。 

 

22日（金）サムエル記第二 １１：１４～２７ 
１．１１章前半の罪を隠すために、ダビデは部下の謀殺を謀るという最悪の罪に陥ります。 この時の彼の

心理状態を考えてみてください。 またあなたならどうしていたでしょうか？ 

 

２．ウリヤ殺害に関わらざるをえなかったヨアブの気持ちを考えてみましょう。 ひとりの罪は周りの人に

どんな影響をもたらすでしょうか。 

 

23日（土）サムエル記第二 １２：１～１５ 
１．ナタンは預言者としてダビデに罪を指摘します。 彼はどんな心構えでそれを行ったと思いますか？ 

 

２．１３節でダビデは悔い改めます。 ここから神のどんな性質が見てとれますか？ また罪の赦しの宣言

と罪の結果の刈り取りの違いは何でしょうか？ 

 

３． ナタンがここでダビデに行った忠告は、一般的なうわさ話やメディアによる暴露記事とは違います。 

もし、私たちが人に忠告する場合、このナタンの態度から何を見習いますか？ 


